






















































































































































































































































(practicality) や信頼性 (reliability) の点ばかりでなく，妥当性 (validity) の点からも考え開
発し改善する必要があるのではないか。この異教科の教員が協働して，革新的でありなが
ら持続可能なやり方で授業を開発・運営するプロジェクトの経験が，これからの大学のあ
り方についてわずかでも活かされてゆけばと願っている。
 （柳瀬陽介＊）
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